
■ 主催 : 吉里吉里忌実行委員会/ 山形県川西町/ 井上事務所

■ 後超 : 山形県/ 岩手県大槌町/ こ まつ 座/ 文番春秋/ 新潮社/ 請談社 / 集英社/ 岩波薔店/ 中央公論新社/ 小学館/ 白水社/ 筑摩礪眉 / 河出街房新社/ 家の光協会/ 平凡社 / 光文社/ P H P

研究所/ 早Jll審房/ 相場眉/ 毎日新聞社/ 読売新聞束京本社/ 朝日新聞社 / 河北新報社/ 山形新聞 ･ 山形放送/ 東京新聞/ 神奈川新聞社/ 日本文直衣協会/ 日本ペ ンク ラブ/ 日本

劇作家協会/ 仙台文学館 / (公財) 市川市文化振興財団/ 神奈川近代文学館 / (公財) 鎌倉市芸術文化振興財団/ 一 関文学の蔵/ 青野作造詑念儲 / 月刊い ち かわ / かまくら春秋社
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忌虚
4/15 ◎禁主監慧 )≪1 8 歳以下無料≫
第3 0 回遅筆堂文庫 ･ 生活者大学校

｢ 原発 ･ 沖縄 ･ T P P｣
『生活者の視点で自分た ち の暮ら しを見つ め 直そう』と､ 井上 ひ さ しの提唱

で1 98 8 年(昭和6 3 年) に始 ま っ た遅筆堂文庫生活者大学校は3 0 回 目を迎え

ます｡ 今回 のテ ー マ は｢ 原発づ中縄 ･

T P P｣ ｡ い ずれ も私た ち の生活､ 命 に深く関

わ る 大問題です｡ しか し､ 民意 が反映 され て い る よう には 見え ま せ ん｡ なぜ

そ うな っ て い る のか､ 問題が複雑 でわ か り にく く 見え るの はな ぜ な の か､ 時

代背景 と世界の動 きは､ そ して どん な方策がある のか ､
一

緒 に考え ます｡

小出裕幸 宮本憲 一

(元京都大学原子炉実験所助教) (大阪市立大学名誉教授)

山下惣 一

(農業/ 作家)

◎交流会
(1 7 : 45 ～)

諾師 ら を寓ん で地ラ酉や郷土料理を楽 しみ ます｡

どなたさまもぜひ ご参加く ださ い ｡ (要事前申込)

■巫■J A 山形 おきたま本店ホ ー ル

田 5 ,0 0 0 円 俄込)

以下の方法 で詳 しい資料 を請求 のう えお申込み くださ い ｡

川西町フレンドリ ー プラザ ･ 遅筆堂文庫

電話で D O 2 3 8 - 4 ` - 3 3 11 (月曜 を除 く9 時 ～ 1 8 時)

F A X で D O 2 3 8 - 4 ` - 3 3 1 3
E -

m ai[ で D f ri e n d Ly pl a z a @ g m aiI . c o m

※資料 は吉里吉里忌公式ウ ェ ブサイ ト

か らも入手で きます｡
吉里吉里忌

①宿泊プラン1 7 .0 0 0 円( 弧 )
生活者大学校 受講 料

交流会( 夕食) 参加料 ･ 宿泊料(1 泊朝食)

吉里吉里忌参 加料を含む

②真意発着新幹線プラ ン 3 8 .5 0 0 円(税 込)
生活者大学校 受講料

交流会( 夕食) 参加料
･

宿泊料(1 泊朝食)

吉里吉里忌参加料
･

東京か らの 往復交通賀を含む

※①②とも､ 旅行企画 ･ 央施は株式会社｣ T B コーポレートセール スです ｡

吉里 吉里 忌 は ､ 2 01 0 年4 月9 日 に 永眠 し た井上 ひ さ し を偲ぶ

文学忌で ､ 代表作『吉里 吉里人』か ら命名 され ま し た ｡ 会場 は ､

生ま れ故郷 で ある 山形県川西 町 の｢ 川西町 フ レ ン ド リ ー プ ラ

ザ ｣ ｡ こ こ に ある井上 の 蔵書2 2 万冊 を収め た｢ 遅筆堂文庫｣ を

拠点 に ､ 井上自 ら が 校長 と な っ て 毎年開催 して きた ｢ 生活者

大学校｣ と ､ 緑 あ る ゲ ス ト が さ ま ざ ま な視点か ら井上 を語 る

｢ 吉里吉里忌｣ の 二 つ の催 しを 二 日間に わ た り開催 しま す ｡

川西町 フ レンドリ ー プラザ

4 /1 6 0 三雲慧こ禁忌崇≪18 歳以下無料≫
第3 回 吉里吉里忌

井上ひさしア ー カイブ
インタビ ュー映像を交えながら当時 の思 い 出を伺 い ます｡

古屋和雄 (元N H K エ グゼ クテ ィブア ナウンサー)

聞き手= 烏兎沼佳代 (編集者)

鼎談 ｢ 小説の たく らみ と愉 しみ｣
『短編中編小説集成』に携わ っ た 二 人 に 聞く｢ 小説家井上 ひ さし｣

今村忠純 山口 昭男 古屋和雄
(大妻女子大学名誉教授) (岩波杏店前社長) ( 文化学園大学教授

元N H K エグゼクティブアナウンサ
ー

)

講演 ｢ 井上ひ さ しと江戸｣

●東京から鉄道( 山形新幹線
･ 米坂線) 利用で

羽前小松駅まで 最速約2 時間3 0 分

●東北自動車道福 島飯坂I C から7 0 分

田中優子 (法政大学総長)
法政大学社会学部教授 ､ 国際日本学イ ンス テ ィ テ ュ ート(大
学院) 教授 ｡ 専門は日本近世文化

･ ア ジア比載文化｡ l
-

江 戸の想

像力』で芸術選奨文部大臣新人賞､ 『江 戸百夢』で芸術選奨文

部科学大臣賞 ･ サ ン トリー学芸賞｡ 江戸時代の価値観､ 視点 ､

持続可能社会の シス テム か ら ､ 現代の 問題に言及する ことも

多い ｡ 2 0 0 5 年鹿砦綬褒章｡ 近著に『グロ
ー バ リゼーシ ョ ンの

中の江戸』帽抒へ の想い』など ｡ T B S｢ サ ン デーモーニ ン グ｣ の
コ メ ン テ ー タ ー も務め る｡




